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　　衝撃的な陽極電堅に野する酸化物陰極の特性がいちいう
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　　化物陰極虞室管の試験方法として廣≦利用され，また虞

　　室管の製作過程にも種々とり入れられるものと思われ

　　る。ここに述べようとするのも，この特性を虞塞管の製

　　作に利用しよう1とするものである。　　　　　．’

　　’酸化物陰極勘てはいろいろのもめが考えられるが，

　　’現在一般に使用されているのは．BaOとSrOの固灘
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　　一数射の中心となるのである。この過程を酸化物陰極の活
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　　Js分～1時間位で活齢鶴こない・ess一化には・普通
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　方法があれば，かなり右釜なものといえよう6ここにの

　べる衝撃波による酸化物陰極貫空管の慮理法は，主とし　　　”
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したときに〆眞室管に流れる陽極電流の波形をブラーウン
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の時聞間隔とそれぞれの閉路時間を自由に選ぶことがで

きる。Tlはオッジ冒グラフの軍掃引時間軸用のサイラ

トvaン，　T2は試験球に衝撃波電歴を印加するためのサ　　“一一

イラトロソである。
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されて現象回路を動作朕態とし，つづいてSiの撲入で、

時間韓用電源から抵抗Ri　eとおしてC1が充電されるot

この時のq端子の上昇電歴をプ壷ウソ管の掃引電錘と

L，一方これを，R3のブyPダ・一でとりだし為の格子’
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　　　　づいC．恥を開くと，T2の放電からS2の開路OP．時まで・

　　　　ぷ衝撃波の幅となる。こbとき試験球をながれる電流は

　　　　鳥の電駆降下として，ブラウン管の垂直軸に加えられ

　　　　る。そののち，C1の端子電匿の上昇で勾が放電する。
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　　　　おこなわないような條件のもとでの實瞼結果である。
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　　　＿一〈A）衝撃波にょる酸化物陰極の旗性化「

・　　　．漕性化を全然おこなつていない酸化物陰極難癖に，
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．したときのこの離ρ』例を鄭副こ示ちこのときの避拳

．陰極温度はおよそ1080°Kである。このちρ波高値炉　「ご“

時間に凱てで曝少してのち堰加し℃V・く特性はどん1

な陰極温度のときにもあらわれる煽　Vfを高くして，

10（V），すなわち，陽極涯度推定1230°Kにすると，こ　．’

．の過程はほ黛敷回の衝撃波の印加中に完了して，その下『

降の程度もごくわつかでほとんど襯察されない。ここに

のぺたことは，衝撃波による酸化物陰極の活性化の機講

を與える上に，極めて重要なことがらである。．，

　このlppの活性化工Pジyグ時間に樹する墾靴は，直
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
流工一ジyグにおいて，普通，歎十分ないし十敬時間程

度であらわれる現象である。これは，酸化物陰麺の電子　　　一　f’

放射の中心をなしている過剰Bざが電界の作用で酸化物，

膜の内部に移動し7陰極表面において一時的に電子放射

の中心の濃度が減少し電子放射が減退するが，衷面の状一　一噛

態は外部の翼室状態と亭衡を保2ために，衷面の過剰バ　・　t．

リウムはふたエび増加して，電子放射は庵とS同じにな：

る。しか吃電界によつて過剰Baを酸化物被膜の内部に

移瞭せると，eeの繍恥の量雌愈して，電轍　
コ

・射能力ははじめの状態より＊くなるととが豫想されるe一

　衝撃波による陰極の活性但で嶋陰極源度をや璃め

たとき，陰趣酸化物内部あ遇剰】ミaの奉鰍態カミ極めて、

急蓮に成りたつ庵のとみられる⇔’　　　　　一

行穫驚ら離二錺欝鵯享姦総、
力をうるようになるだろうか。定格Vf　＝6・3（V）の眞一’t

室管6H6GTで，　Vf　＝・8（V）（陰極濫度1；70°K）とVf

＝10〈V）（陰極濫度擬1230°K）の二通りにしたとき　r急

の結果をのべよう。衝撃波は，Vpp・・100（V），　tρ　・10⑤　・’一．　tt

（】瞭S），np＝30としデこが，　IPPは陰極箪、1立面積當り0．38　t　t

廊np／α窮陰極面電界は塞蘭電荷の存在を無観すると　，、

湾卿り

6罐6GT
皿

　5卿
ｮ

巧詠ルト

硫鱗

琢6ボルト

電
募5ボルト聖

Q世
垂晒 rρ
ｩ5 、糀5ボルト

3500 レ 、

イ彰．

巧4ボルト
’

藁・ア勿o 再4ボルト
鵠『

一

り
塾

灘 釦r蘭ヱーヂガbた肋
て

島一。蠣阻一手ソブb紬の
、

　
・廓擢ボルトにて灘駕

一

・イ

￥〃
竜

5

「　　　ゴ

嘱　　幽

苧

〃
’ 工一ヂング鱒悶（分）

飾　　3　潤　～

慨

障

＾♂

稔湿，　、
・ゾーザ・滞臓二♂畿纏



騨三∴貸，∫㌘て写
　　　tz・7　kV／cmとなるo　これは｝上艶の衝撃波電堅を印加

　・　　したとき，火花放電を生じないほS’最高の電界である。

　　　、Vf　＝8（V）のとき衝撃波による屯のと，1らs＝10（V）と

確

’で

して直流工一ジソグを行つた毛の㍉活性化工ρジソグ

時閣と営定ア函に野するIPsの鍵化を比較したのが第3

一圖である。ζの圖から一定電子放射能力に遽する蒔間は・

卜衝撃波による屯のが極めて急遽なことがみられる。衝繋

波によるもゐでは）］吟＝8（V）のとき2分～4分，Vf＝F

勾0（V）のとき1分～3分程度で大薩安定する。ごれに反

して・直流によるものでは，前者のとき15分以上・後者

のときに屯10分前後より以上の時間を必婁としている。

　上にのぺたように，一定め電子放射能力に蓮する時間’

．は騨波によるものが趣めて早いことがわふつたが，電

子放射能力自睦の比較はどうであろうか。UY76の場含
ゐ比較黍第4翻に示されている。この団はのちにのべる・
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・室間電荷範園め電流値の比較で，あまり陰極の良否に關

　係しないとされている範園であるが，直接陰極の良否に

　關係している飽和電流の比較として・6H6GTでVf＝

　3（V）（陰極濫度795＾K），y渉5＝7（V）どした場合）．衝撃

　波による屯の　準均58　yA，直流による電の玉李均37y．A

　で，Wtヱ　e・ジング法による差は絵り認められない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鱒
　　（B）蜜定化の比絞

　　ここにのぺようとする酸化物陰極眞室管の安定化の比

　較は，現在における酸化物陰極に關する知識程度では困

　難な問題である。ここでは極めて便宜的な方法である
」

　が・安定化時間に畢して玉・gら・封協・轍を測定し；

　この形歌の比較をおこなうことにした。

　　10g　lts封VPs特性は第5圖う曲線のようなものであ

　る。一蜘こ・t　一ジング前の灘管では，第5圖噌線6

　ように，室間電荷電流範園が上下にのびた特性をもつて

　いる。これは陰極面が一様に活性化されていないとか，

　またそれが粗雑な駄態のときに生ずるものである。眞室
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第　　5　　固

一管の安定化時闘に野してこの特性は・一般に；’第5圏σ

　　　　　x曲線のような形からb曲線の詣うな形に移行し，その翼

室働蜀特の形に落付くもめとみられる。ここでは，（A）

にのぺた6H6GTをV）・6（V）・VPs＝7（V）一として安・

定化＝一ジングをおこない，その16時間の時の特性を

標準として，その特性に近ずく時間の遽速關係塗比較し

た。　　　　　　　　　　　　・　　’”　　　　　　一

　い『ま試験虞室管を　　　　　　　　　　　　　．

　第一群．．＿．衝撃波で活性化を行つたもの。

　　　　　、　　　　　　（但し∫10黛f》15分衝撃波印加）

　第＝群…∵第一．geのもめに更にVf＝7〈v）として・

　　　　　　30分衝撃波を印加したもの。　　　　　、

　第三群＿＿直流により活性化を行つた屯のQ　’　　　．．

’に労け，叉，　　　　　　　　　・

　A．．．．．，標準時の特性と形状が極めてよく一致するも

　　　　のo　　　　’　　　　，　　　　　　　　’

　B．．．．．標準時の特性と室間電荷電流範園だけが相違し

　　　　ているもの。

　C。，．．．．全然形駄が不一致のもの。

にわけて，安定化工・・一ジソグの時間に饗するこれらの關
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雪
係を示すと，第1衷のようになつた。
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　この表は数値自膿の信頼度は少いのであるが，長時間

衝撃波を印加ずると，陰極面の粗雑化が目立つこと乳塾闇’

よび，適當な操作條件で慮理すると，衝撃波による工一ジ　，

ング方法で短時間のうちに陰極の駄態の安定化が可能でノ

あることがわかる。，以上のことから，第一群め試験球も　’

衝撃波の印加時間が畏すぎたものとみられ為が・一方こ

の結果から，衝撃波g印加による陰極画の糧さは，．直流

的な安避化工ゆジソグをおこなラど，特性が改暮される
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第3趣　　第3號

ので，陰極面の粗雑化は永久的なものでないことがわか

る〇ここにのべてきたように，衝撃波によるエPジソグ

法は，衝撃波電墜印加のときの陰極面の粗雑化について

くわしい研究結果がえられ．なげれば，確實な慮理條件も

求められないのであるが，陰極の電子放射能力が最高値

に達するまでの時間と，陰極面の粗錐化が問題になるま

での時間の間にはズレがあつて，電子放射の状態が一定

値におちついだとき，すぐに衝撃波の印加をやめて，直

流による安定化工一ジソグに移れば，かなり短時間のう

ちに酸化物陰極眞室管の安定化を完了する可能性のある

ことは十分・みとめられるのである。

　（C）豫命の比較

　さきにのべたUY76の市販のものと衝撃波威理をお

こなつたものを，Vf＝7〔V），　Vp・＝45（V）・V・＝O〔V）
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として約10DO時間陵用した結果，衝撃波慮理をした眞

室管は，諄命の鮎からも，實用上差支えのないことがわ

かつた。

　4，結　　貢　　　．

　ここに新しいこ二うみとして，酸化物陰極眞空管の衝

撃波威理についての試瞼結果をのべたのであるが，先に

示したように，陰極面の粗離化の問題に遭遇し，また，

これは，輩に陰極のみの問題ではなく，陽極からのガス

の放出，楕子に封ずる影響などがいろいろと考えられる

ので，これが實用化の域に建するには，なお幾多の困難

な問題を解決しなければならないようである。

　とにかく，酸化物陰極の衝撃波特ドkの問題は，ほとん

ど未解決のまL獲されているのである。

　（ボ碍究は文部省科學軒究艶∫｝補助による研究戊艮の一M；Ttあ乙）n
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　透朋な媒劉・に吾波があるとき，替波が一種の廻折格

子の作用をする。この現象を利用して超音波を眠で見る

ことがてききるっ

　第1圖は實験装置を上から見たものである。

・　　　　　　　　　　　　　　　オ・ソシレー冥曽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カメラ

　　　　　　　ピ卿　　。船搬1’
　　　　　　　Cd・a6na〕　　　　　　　s．Stem
　　　　　　　　　　　　　　　ク・〃cm

　　　　　　　　第　　1　　潤

　D．C．100　Vの低歴水銀ランプ．の光をコンデンサーLl

でピン　：k一ルの上L集めてやるQピンホρルを出た光は

L，・で不行光線になつて水漕に入る。そしてさらにL：で

ビンヘッド（顯微鏡のデッキガラスの1：に邊で0・8mm

位の直径の黙を描いておく）上レこ焦粘をむすぶD

　水漕巾に矢印の方向に超暑波が襲生すると，単行光線

は暑波によつて廻折されて，ビンヘッドをは一r’1．Lて爲眞

レンズLgの中に入る光が出てくる。音波のないところ

を通過する光はビンヘッドでさえぎられるので，その部

分1ま暗く，音波のある所を通過する光は廻折によつて恥

に入るので，その部分は肖く見える。

　第2圃は水漕を横から見たところで，A噸）中に水晶が

あり，外部の竃氣獲振器う・ら固有振動の電舩を供給さn

ると，ビ＝ゾ敷果で超暑波を矢印の加旬にだす。爲眞に

とれるのはL！，　Lsの直裡に相當する部分（第2圖の

融線の中）だけだから，水漕を左右に動かして，必要な

揚所’がとわるようにする。

　第3，第4凹はこの方法でとつた瑠眞である。直径

2cmの2M．C．水晶を807　PP蛮振器を使って約300　V

気晶空木

r

オッシレーター

@　　　　　で嘔動せし

@　　　　　だすDこの

！1層

1｛工×　点

で嘔動せしめ，水中に超吾波を

だすDこの不面超吾波をメチル

　　　　　　メタクリエー1・の

　　　　　　重合澁でf乍つた圓

　　　　　　塘レンズで焦黙を

　　　　　　暫『ばせたのが第3

　　　　　　岡であるo第・工圖

　　　　　　は超吾波の7｝こ面波

　　　　　　を厚さ0．5mmの
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Alを藺げてf乍つ

た岡嚇面で反射せ

しめたものであ

　　　　　　第　　4　　偶

い賀駿ができる。
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